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ウガンダ茶謁査報告書 1964年

The Government of Uganda and the Commonwealth Development Corporation, 

Uganda Tea Survey 1964, London, 1964. 
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I 報告書作成の背景

東アフリカのウガンダは，いわゆる楠民地造備ljとして

のモノカルチャーの特徴を持つ国である。コーヒーおよ

び綿花の二つの 1次産品輸出び）全1¥i;i(j出額tこiiめる;1/!Jfl'
I，；，たとえばj<iか1年にはそれそれらら%と25%で （；－ υ•180%

の高率に淫し口、る。しかも：：ーにーは世界市Jgにおい

て恒常的な供給過剰に悩まされ，綿は介成繊維の進出に

よりその輸出の前途は明るくない。したがってウガンタ

政府としては!II界市場の需去があまり不安定むなし、他の

産品の輪：u士1111トよし，輸出構造を多角化する二！：によっ
て安定化と輸出拡大の両目的を遺したいわけである。

ウガンダに茶が導入されたのは1900年といわれてヤる

が，その後最近にいたるまでの茶産業の発展はきわめて

微々たるιのでふった。そのI里山iとしては手iγ ノ）カ人
に対する士地該illl'のきびしいおI］限，および戦前にiネ｛！：し

た国際茶協定による生産制限をあげることができる。し

かし第2次世界大戦による中国，日本，インドネシア等

の茶輸出11:i(T河i{l{l：市場に対する供給停止と，ヒドにI-の国

際茶協定のii'iilhによって，東アプリカ地域 1r!Ulーのケニ

ア，ウガ〉ザ、々ンザニア， Jラウィ，モザザ：ーク）が

有望な茶の供給源として見直され，大生産地のインド，

セイロンとともに戦時中のイギリスの一括質付制（Bullζ

Purchase）の対象地域として東アフリカの茶＂ tfti士宮速

に増大した!Il 0 ウガンダにおし、ては1964年に！日44万重

量ポンド（221万ポンド）を海外に輸出するまてになり，

茶の輸出額は全輸出額の3.4%に逮し，また33万重；最ポ

ンド（ 5万ポンド〉がケニアおよびタンザ、二アの域内市

94 

Wiにfiflii＼された＇tl2 ¥, 

ウガ〉ダ政府が茶生産のいっそうのt智大をはかり，懸

案の輸出多角化の方向を茶の輸出拡大に見いだしたの

は， lil:'N市場における茶の将来の需要のf,f1びに対する楽
掛下jな見方が可能であ J Jたとi同時tこ(It3），最近のウが斗
ダにおける茶産業の成長が今後の飛鋭的な生産増大の基

礎をすでに形造ったと判断したためであろう。この基礎

の上に怠って，主としてアフリカ人小農の聞に茶生産を

初、大Lてゆくにはどのような方策がすすえられるかを減配

したのが，この報令＇ftなのである。

報告書はウガンダ政府の依頼を受けた英連邦開発公社

(Commonwealth Development Corporation）が組織した

消笠［Jiによ－，てfhY:芳Jc／；こ。調査i11のメ Lパーは，茶の

大／’ンテーンョ L会げである j民間出 Finlay& Co., 

Ltd.の A R. A. C. （‘ameronをトHIてとし，コミッシ

日ン・：：Lージコント会社 ArbuthnotLatham & Co., 

Ltd.の C.A. Meakin, CDCより R.J. M. Swynner回

t川しいし 'vVynne,J. E. Mayneの，ll5名より成＇.＇亡

し、るo Swynnertonはが！ケニア政府民務局長で，アブリ

カ人小設に積極的に険金作物を導入した1954年に始まる

ケニアの“SwynnertonPlan，，の作成者として名高い。

調資団は1964年の2月26日より 3月初日まで東アフリカ

に市在して関係者と対説，ウガンゲの茶乍産地域を見学

L, l11Yf-6月初日にウゲンダ政府に報伝言を提出してし、

る。

（註 1〕 、・括質付方式が東ア 7 リカ茶生産および版

,,•c 機械に及ぼ！？影告書については，捌l稿「第 2 次世界

人戦 東ア 7 1；力＼"Jo；＇［物販売機松山変／ 1:J，『アジア正予

川j，第7巻第12>), Iii{和41年参照。

(It 2〕 Uganda,Statistical Abstract, 1965. 

(tt 3〕 ウガンダの開発5カ年計闘でも，茶の世界

的な需給関係は現在だいたいにおいて均衡している

右， 1 ーヒ－ 1'!.i 要 v'） たきい先進民ご Ji~ 近茶の需要が｛1\1

7! C JSり， まf：百託収途上国の茶；／，， •!Ji, t必然的に｛申rrる
じあふうから見通しは明るいと述へている。 Uganc!a

Gov’t., ¥Vork for Progress: Uganda’s Second 

Five-Year Plan, 1966～1971, Entebbe, p. 66. 



Ⅱ　茶生産および加工の現状と目標
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Ⅲ　アフリカ人Outgrowerの推定収入額および融資とその返済の方法
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士も「γJて上jむを，t:;ffしごし、る場（，がき〉くなノふ茶のi J ヅの机収入を l二げうる。アンコーレパ、ロ，ムベン子三

店］也である ToroDistrictではl,;:ji工日山i,,jぶ九ら乃lU？；に アJ CJ [I i出かごは険si:f乍＇￥＇1にこれまであまり｝広まれず、
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自家用1，軍ij,r），く十づ．モ p ゴシど1;1；「》Jも7
一ヒ一司 i、市／l, Fノノ、コ~，；； iこ 1ヒ’）う 「一ヤ一》＇i／二打に3:iO～

15円シリニ＇／び Jfilt（入元：あ；：，,, i'可→もイ yν 、＼＼一（＇只l0/il《ム； i' ！ l 

方では1；良「〕れどj也））｛で 1主ti'；·~；／Lるy

l）、 仁一り－ ·1·,·:•l'.!l)O～ 40（（〆リ〆ケ JdiiJll人をiりごい

ノJ' 

1三人了ゾ.j'；と：つ、l均一十 1 1, J:日).1か1・,: 1 't < ,n '.15 fが｛W,C））出
M ／、 ft[•lr)JI動布 l:: して；可U!iすζ〉カ入力・il「〉が I｛ドグ） }( ；＇郁

けを就判定すノ：！と「！／,i',i_:’Lて｝j貨と［て：＇｝る： 1.z人tt k(J ,'i＞）～ 
[()(JI ）ン II 〆ツと見 I~／i, ；：，二ど h：でき之、勺I7 )_ 

J'）、｜ッハ上九ぺJ見；r、に比較して1モを波打＇＼ I_ t:J¥,) f「川I＇：人
ilど，］）.l:うにな／：）て｛ト九二／｝主 1、τ，7，ん三れはlU主将I¥
i ~i,i，，がi歯切ょ、 r；直 l'J) ）；旬にと r l て大きく'il'J):iろぞ｝ヵ：、 il 

11；＠匂jであ〆＇ /: :: (1,',1=してijt_:jト：，： lfj ＇.、；：）二とに土 I) iJ~f;[\ 

.JII〔＇） Outgrnwe,r : tてー力一、＇＼ r：ρ、［＇l'.JJ0()()1f,!,lポンに

グ）りII ［；存 !i~ナなj、九！SOO'rri; 』；＿；日午 l"c.ノヲ＇ I:h号（日：山口 le日f)

1ヤ＇［01)[J-る：どがで雪 t.-J, Mit vλ口氏、 Kas:iku,1¥L,s:il叫

ん立の7、り、ンザ地域では生産1'1：はとり｛J｛：＼、が、工ーカ』、＇i

ナこ I)800t在：[i＇，：ポ L ド！:HiOOrld正ボンド♂1greC'n le，山作11'.[

内ノトi!tそ｜二： ;・.::, .:: 1:: ができる－＇~ I，~「 ，，！Lう

況宅I:Out日γ口百円；二二!i:tリ、hごし、ろ＇jcfO)'Iてj司ュ7i1i眠！件

、t1111 l令 l）！，＼に工；I'Mなる／j';, l9G：，年l二；土手！立がンド、＇： Fこ

i) 4，，～日セ J 卜であ F ,tこη 将来持界：li.1¥J.における{ilh格が

ち少｜つ存ずろことを子：想し，毛；尽（，；！：々 、＇， r~ " -iて；＇J11H:
〆卜の＇！＇.二 rm二打倒絡を仮＇， i::L/i「8l司またこれ!J,i",1ti',fr・/'i:, 
｜品川l組A-費等身行、1),1,7 +・ 斗卜去しろい、たと L、！＼j>[fiーの

そ取り3:1セント Eして，d策すると， 'Ni木がIi＼有しfニiをに
ほ生ilE朽の仁ーカー勺た；J:ru収入は104：，～］;i似）：.－ ') ＞勺
となり‘ 2工ーりーの7震を持つ家核の￥tll ！.人は '._J(l'J（）～

:moo乙I｝ンゲとたる f この収入，tr)fiに述dこた他のfie＂＇句の

rur：あ／日、；t1主労働にとる4,r人とiヒ＼て十九段にlf/J'v、i,の
でふり町 I~ ，＇.こが y ごこれがJ見｛r:'•' －／ノ ii77 人，J,t＇：！：の1m，二；i、

l¥Ui：乃関心がJljいJI日！と j/J. p ている』本報f守 J';'tJ ＼ノト 1：~

にヒろ茶qlまの2、速な拡大i二／九、て，！と怨.(J(Jてあるの t.三

っとよ； t＂【J¥i，＇，ィに工るれのでふれ、そのそ iゾベこ土 l:J也，，，）t,; 

I1_b了tよI Jl~ ・":: 1'~で枚Jf;,n ために jj円日すろ立. •f貯lt•J長二i司して

いるのであてl

,:,ftが！＇1lrrりに；1ヒtUHを！，｛；め工うとす乙凡打了，.二［土孫々
n阿怖がJi;:, '!Si上i"i.，＼、をtillえ千iけとh',, ＇.＼守－H¥11土令：？？！；

↓＇i千草が／ょく‘ 7{jcf! iこな「Eな；tlti主ll立十tは；；i（一！
しt;.＇.、！ ／「守tで生干'ii't'J良1主を，i、：んでぎf、二：；'k上t志込月Ell-の｛・.i., ： 
Illとρ；L、1全F若J主術を「¢得するにはそうとう徽底しfこm啓‘ 
カ•＼、；：， プ ［，一や半押j花Ei室J、て摘んだ！？：余の7奈はすく

ι3隻 料 IIIJl'IIIII.

)Jfl工工場へJ.去られなければならない。これらの同難を克

!I反するために報告書は茶開発のμ！両を統｛；－.調整・指導

する中央機関としての茶開発公同（丁目tAuthority）の弐

,i，.を／i;/Jf＼している内

この茶開発公［、f!i:J:立法、によりド；＇.）：f,',ーされζ、独立r'i'.Jtr.機関

一、 ;j宅産業の関係if全体を代表する 4のである。その機

能は茶 Out日rower拡大計画に限Ij→る資会読i，主主計十；，十

pllj'案の｛1[九 HJ付許I弓誌の分間2,i':'1 ：｛二六／;Ji:，加工工場主E

P〕交il，協同組合のYfr＆等広範囲にわとるιのである。
（）日以rowerの茶＇Li)！に関しては一歩先んじているケ二二ア

の九百開発公同（KenyaT伺 DevelopmentAuthority）と

本民i'rりには同様のt,のが本報告書でもつ汚えられ口、ろ。

'rニアの）｛； （＼＇と同様に Outgrower：主協同組合を組織

しこのi必 l«l知 ｛~が実際の山木および肥料の分配， Out

日rowerの生茶の集夜、代金の支払い，融資返済企のl良

心てi干の業務を行なうことが勧告されており，茶開発公

I rl：上、このとめ協同級台の組織化の任にあたるのである

が，民，，；［， ~t,[l ｛＼＇の未成立の地域においては茶限発公団が庶

民1Jif述の業務企初、＇ 1するこど左なる。

( )utgrowerに主｝ずる融資（現物給与〕；土次のような

・／，のがちえ人れている。 Outgrowetがまず必要とする

不のi'ii木および月昨｜が茶開発公団より， i必［，，］おl；＂，がある

J~j ｛，はこれ合通じて．支給される。 1・1己資iとがある
( lutgrnwerはもちろんこの現物支給のIf；で lj会えられる

ぽ資を受ける必要はない。 1ヱーカ←に必要な i'/i,,t: (t 

：：らのο本、 1112半↓;tf,nf/,22 cwt.であるc この f号ma；欠の工
うにな！，， υ

,i'; 1<l5（防本 C1本25セント） 875〔Lリング）

i問。:i'rfMci白1Jlli'i'iフド 1:11 

ijl'.'1↓ 2cwt. 1,058 

融資f.Jft;は茶防発公団が年7%で外部より｛f'if〕，

Outgrow erには8%で貸すという基準ーを用いてし、るわ

t~l"J組 ｛，を通じて貸すj易 ｛tの利子はこれより少しおくな
、，、－，，』I'

)'I i二の，'r'i木および肥料の融資は，生茶の 1重，'.il;ポン：f

、，－，たり ！Jc}［者価格より 10セントを控除することによって

返済する。返済には約10年かかることが予想されている。

主た融資を受けると受けないとにかかわらず，生産r.
；よ茶開発公団のゴスト，検査料，五；7,/fキ：七運送料等を支

j]、わなければならない。このためすべての Outgrower 

の生産者側格より 1重最ポンド九たり 7セントが差し引

かれるc 以上の2種類の腔除を加味したlエーカー当た

りの Outgrowerの推定現余収入は次のようになる。
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Ⅳ　茶開発計画の資金需要

1968010100.TIF

明常円常性問？？資 料円一一円一一一一…，，＿＿一一一一一一－・
第4袈茶 Outgrowerの品ーヵー吋たり現金収入予定

｜生茶畳：産｜ エーカー当たり税金収入

年 1(fi:)I問責世…価格40セン｝）
ヤ ｜ント／エ｜苗木，肥料融資の｜苗木，肥料自己れまI¥
代ーカー｜場合 （や 1) ，ゲ）＇ヅ〉以 ：. （プリング）

I～2 なし な！ノ なし
4 1,136 '.!(il :-l75 
ら 2,272 口F ふ4什ニ0》 750 
Ii 3,636 8:lり 1,200 
I 4,545 l,04S 1,500 
日 4,545 1,045 1,500 
9 4,545 1,350 1,500 

吉元副宮－，云可！ l，脚 1,500 

6,560 自，::l25

Outgrowerが茶による収入を？？；之、こちになるのは第

4去の示すように植付後4午11，う，(, -.<・, L，戸も 4{fr], 5 

:r 11 (TJ収入はまだ低いので、食料F了11十＇，'i'I産する必要が
あ：）， w告書は Outgrowerが家快＇i；／助以外の労働力を
T1i'lilす；：，ことには慎重を要十るとil1？共71ながL，縦m
労働に対する現金融資l土中央機関が行なうべきではtn、

としている。

すべての Outgrowerもしくはその協間組合は，おのお

の一つの加工工場と生茶集荷協定（GreenLeaf Agree-

ment）を茶開発公団の指導のもとに紡ばねばならない仁

和行たはこのぷについて，将来il/Jill.J）むを徐今に協同

fll （； の所有に移すことが守主 L＇，ザ、円、 GreenLeaf 

:¥p_ rccrnentも協同組合J]¥ /'I にf""・L. :: ,, 〈べきである ξ

j主、ている。

( ;t 4) マイロ・ヲントの h比一立については， A.B. 

!¥fol《waya,Land Tenure in Ruganda, Kampala, 

195；！，参照正｝

(it 5〕 ブカンダ外のアフリカ人形、fr地はアンゴー

レ協定， トロ協定によって作られたもの少数と， フギ

ゲジの阿 Districtiて！，tr上円以＼ i.：たもの少数r乃

-,. ＂宇 lる。プガンダのマイロ・ 7ンh ,Jl/.状l土Uganda

( ;m.,l., 77ie Jl.,failoあIS／（＇川 inR叩 anda,hy H. ¥¥'. 

West, Entebbe, 1964, Iてノ；； ; Iいハ

（』I.6〕 ウガンダは

が弧1く残存する同であるの

（注7〕 ウガンダにおける農産物の土地生産牲につ

いては， Ugan<la,Rep01・t of the Agrirultu1・'lllI'ro-

ductivity Committee, 1954，参照。

ca s）輪出税がないと仮定した明合。実際には
1964年に加工済茶1重量：ポント吋たり25セントの輪出

羽が新たに諜せられた。これきT考院に入れると生禁止t
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』暗n者側干？？は40セントから34.5セントに下がり，＇ r.席者

所得l士約14%侭下するの

IV 茶開発計画の資余需要

木村1;•;,rn土 JI l羽全体の資金需要について次のような~fl・

f,1::1;：出し口、るわまず茶開発公団のコストであるが，事長

;i;-,i干の紡；守によれば，政府が同公同~＆ t置の費用と運営費

の赤字を約8年間負担し， Outgrowerの生産者価格か

らの控除による収入が開発公団の支出をまかなえるよう

になるまで補助すると述べられている。 1964年より1972

主f.までにこのための資金需要は，年7%の利子で併りる

と仮定して22]Jポンドである。

N:.it，集者f，運搬（加工工場まで）等は協同組合また

はTlγ在、：'!tとの契約で行なうことが好ましいが，これらサ

-1：スを♂つの機構で行なう場合の資金需要は1%4～72

可に 7＇＼，の年干 I］で33万ポンドである。

ト'i'1木および肥料購入の資金需要は， 7%の年利で借り

入れて8%の年利で貸し出すという前提のもとに， 1964

～70年に山木購入に53万1854ポンド，肥料は 1cwt. ¥4た
り単価1ポンド6シリングとして全体で2lJ7322ポン！ご

と見積もられている。

)Jli工l）おは新たに10工場の新設（あるいは＇ Wli!）が予

Ji'.~ hてL、るが，このうち七つは AgriculturalEnter-

pr i吋 Ltd.（前述〉が資金を調達する子定であるので，

政府（支／こは茶凋発公団）は3工場についてのみ資金調

達の並行壬がある。この3工場と既存の2工場のJJJ；張の費

用は 42:Hポンドである。 AELが Outgrowerのために

新設するべき7工場の費用は 103lJポンドと見積もられ

ている。以上全部をまとめたAE L工場を除く総資金需

要1527]ポンドの細分を示したものが第5表である。

第5表 J/!lf! ft.JI・函iの資金需要 ( ?j1{i'l・JOO(H'/ F) 

1':'i木、！険査，十茶開発公 加工二l二以
fト合計肥料 集荷，】＇ fflの運持，v (A E LJ二ll 

院I:'ti 運搬 i坊主除く

IY64 ;'ii) 10 120 180 
1965 ,,o 40 170 
1966 90 :-io 150 
1967 100 30 130 300 
1968 100 40 130 340 

1969 90 30 160 
1970 “。 20 130 
1971 20 日。
1972 20 
197:1 40 

S50 1,520 



Ⅴ　報告書提出後の経緯と問題点

1968010101.TIF

一一一一一…ザザ一一
~; この資余の調達i),'l(としてはどの上うなものが考えられ

ているのであろうか。

ウガンゲ政府民業開発公［せが独立採算制jをとれる上う

になるまでその設立費と運営費を負担することになる。

政府の負担としては第5茨に表われているヰiii以外にi,

i~ 7.1，茶開発d十両に必要ーとなる農務也、の定員1＇~11)11，茶，／＆！fr

指導事センター， i'r'i木育成興関，道路確密航等の費用負taが
/Jilえられろわけである。

検査，集荷，運搬に関しては，協同組合等により地元

で資金をl到達することが期iii'されてむ、るので，残る祐本，

肥料融資資金と加工工場建設資金を，外部よりの資金導

入に頼ることになる，可能刊のある資金源どして本報牧

占・は， IBRDおよび lDA，イギリスの Commonwealth

Assistance Loan Fun，！および Commonwealth De-

、elnpmentCorporation，ア Zリカの AID, 内iごイーソの
政府融資機関，茶に関係している私企業をあげている。

この中でι特に IBRD,ID九 CDCとまず交渉をIJMめ
することを本報告書は勧告しているつ

V 報作書提出後の経緯土問題点

本報告芹を検討した後， 1う：I／ンダ政府は1%5年5月27

日lニ白書を発表し，調査報告書の勧告を全而ii'J'Hこ受け入

れることを明らかにした（注9）。中央機関（茶開発公団〉

の？t置は1%6年初頭に立法｛ヒされて．ウガLcl茶生pf行
公団（UgandaTea Growers Corporation）という4ろの
七とに活動を開始し〆！：。

1966年度より始まやたウガンダの開発第2次5カ年計

jiiii cri中にも、報告t守の勧告に法づく茶開発つ。ログラムが

そのまま組み込まれている(iヒHI）。開発5カ子fJI画は；茶r:1

｛：，$；に関しては小さいスペースしかさいていないが，アフ

リカ人 Outgrowerの茶殺前面積を197l?f主でに 1Ti 

3666エーカーに拡大し，同計間作成時の茶（加工済〉生

j'{／九年目的万重ft¥:ポン l：を1971年全でに4200万重信i：ポ

ンドに士脅すこと，アフリカ人 Outgrowerのために計画

期間中4川万ポン 1：の資金が投下される社両であるとと

き~ぺてし、るc この資金は茶生産地域の道路建設資余を

含んでいる。ウガンダの国内総生産は5カ年計画によっ

て；：（＼6表の上うな成長を達成することを期特されている

が，この農業部門のうち茶生産の拡大による賞献は大き

ない4置を占める。士た食品工業として分類されている部

門のうち茶加工工場の占める位置も大きい。 5カ年計画

期間中に食品工業ば対する資本投下は600"Jiisンlごと見

漬1,られているが，二のうん半分は茶細工工場1：：対する

料…－！＇＇！＇＇”·~－町

ものである（注ll)Q茶工場建設資金としては現在までに

CDCが各工場建設コストの日%の額を融資（全体の上

限切1万ポシ 1ごまで〉することをがnk；してヤる（注12)0

第6議 開発5カ年計聞による問内総生店長（貨幣純

ジfセクター〕の発展（l%4'<f1価抑）

（単位， 100万ポンド。かっこ内は%）

一一一

,'ft'i r1 別 : 1966{1 予測 1971/,f.f'I探1 年長（年間率事の%成） 
業 74.7 (37 .8) 95.9 (34.：叶 5,1 

線約 百一ヒー (4 2) 10.9 (3.9) 5.6 加工，製糖 8.3 
林業，漁業，狩猟 3.2 (1.6) 4.:l (1.5) f:i.0 
鉱業， J長石業 5.6 (2.8) 7.7 (2.8) (i.fj 

食品工業 4.0 (2.0) 6. 7 (2.4) 10.8 
ぞの俗！製造業 J 1.3 (5. 7) 20.5 (7.3) 12.6 
;rr jJ 3.7 (J.9) 5‘9 (2 .1) 9.お
定E 設 5.5 (2.8) 9.4 (3.4) 11.3 
内 業 39 .0 (19. 7) 54.6 (19.5) 7.0 

主総 J必｛言 6.9…3 匂 お.5
政府行政 6.5 ('.1.3) 9.6 (3.4) お.2
地方政府 3.0 (1.5) 4.2 (1.5) 7.0 
村他サービス初4川山1.4) 9.3 
1也代＇ ，友貨 5.6 (2.8) 8.0 (2.9) 7.4 

同7.7(100.0）［幻9.7(100.0)I 7.2 
( tH所） Ugan<la Gov't., Work for I'rogress: 
Uganda’s Second Five幽YearPlan, 1.966～1971, 
Entehhe, 1966、pp.20～21.

次に本報告書の茶産業開発計画にみられる問題点を若

干指摘しておとう。まず第1に問題となるのは Out-

耳rowerの栽培技術および労働投下最が水準以上に逢し，

推定生産竹が達成され，また良質の茶を製造できるかど

うかである。前にも指摘したように新たに Outgrowerと

なる農民は，これまで生存経済としての農業をあまり出

ない程度の農業技術しか持ち合わせていないのであり．

したがってその行動様式についても生産性を上げるため

には多くの制約条件がある。 ne料を現物支給するのはよ
いが，質のよい茶を生産するためには報告書の勧告のよ

うに単化硫安を 1エーカー勺たり Zcwt.支給すればすむ

壬いうニとでは問題は解決しない。土地条件に応じた施

肥（たとえばある土地には化学肥料よりも下草＜mulch)

を敷いたほうが効果が上がる〉の必要がある9 その他に

病虫害の防除や摘取りの適切な方法修得等の困難な問題

もある。また1ifを通じてコンスゲントな労働とu、う，

今までに経験しなかったようなきびしい労働投下を要求

される。 Outgrowerがこのような障害を克服するため

には，よほど多数の秀れた農業指導只が農民の信績をか
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